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２
０
１
５
年
度
に
お
け
る
当
健

保
組
合
の
疾
病
分
類
別
医
療
費
は
、

１
位
が
「
循
環
器
系
」
で
４
２
０

９
万
円
。以
下
、「
呼
吸
器
系
」（
２

１
０
４
万
円
）、
が
ん
な
ど
の
「
新

生
物
」（
２
０
７
３
万
円
）
の
順
。

総
医
療
費
に
占
め
る
割
合
は
、「
循

環
器
系
」
が
20
・
61
％
で
、「
呼
吸

器
系
」
10
・
３
％
、「
新
生
物
」
10
・

15
％
。
さ
ら
に
前
年
度
か
ら
の
伸

び
率
を
み
る
と
、「
循
環
器
系
」
が

39
・
56
％
の
大
幅
増
。「
呼
吸
器
系
」

（
０
・
52
％
増
）、「
新
生
物
」（
35
・

11
％
減
）
と
比
べ
、
突
出
し
て
い

る
。

　

ま
た
、「
循
環
器
系
」
を
具
体
的

な
疾
患
で
み
る
と
、「
高
血
圧
性
疾

患
」
が
16
％
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で

心
筋
症
、心
臓
弁
膜
症
な
ど
の「
そ

の
他
心
疾
患
」
が
７
・
91
％
。
狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
「
虚
血

性
心
疾
患
」
が
４
・
７
％
。
年
代

別
で
は
50
歳
代
、
60
歳
代
前
半
に

集
中
し
、
心
筋
症
や
心
臓
弁
膜
症

は
60
％
、
虚
血
性
心
疾
患
は
68
％

を
占
め
て
い
る
。
心
疾
患
に
よ
っ

て
入
院
、
手
術
を
し
た
人
は
13
人

で
、
医
療
費
総
額
は
２
５
１
１
万

８
２
２
０
円
。
こ
の
う
ち
保
険
者

負
担
、
高
額
療
養
費
、
付
加
給
付

費
を
加
え
、
健
保
が
96
％
に
当
た

る
２
４
２
７
万
８
３
１
４
円
を
負

担
し
た
。

　

被
保
険
者
の
病
気
は
、
本
人
や

　

被
保
険
者
本
人
の
循
環
器
系
疾
患
、
と
く
に
心
臓
病
に
伴
う
医
療
費
が
急
増
中
―
。
神
戸
新
聞
健
保
組
合

が
２
０
１
５
年
度
に
要
し
た
医
療
費
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
ト
ッ
プ
は
「
循
環
器
系
疾
患
」
で
、
２
割
強
を

占
め
た
。
し
か
も
前
年
度
と
比
べ
39
％
増
と
急
激
に
増
え
て
い
る
。
な
か
で
も
50
歳
後
半
か
ら
60
歳
前
半
の

心
疾
患
が
目
立
ち
、
重
篤
化
に
伴
う
手
術
な
ど
で
医
療
費
も
高
額
化
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
時
的
な
も
の
か

ど
う
か
は
今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
産
業
医
の
志
手
淳
也
・
大
阪
府
済
生
会
中
津
病

院
副
院
長
は
「
常
態
化
し
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
腹
八
分
の
食
事
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
軽
い
運
動
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

□2015年度循環器系疾患有病者数

合計 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳

高血圧疾患 269 1 2 5 11 22 42 52 54 66 14

心
臓
病

虚血性心疾患 79 2 0 1 4 7 6 12 19 23 5

肺性心疾患・肺循環 3 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0

その他心疾患 133 2 3 6 5 12 18 26 28 26 7

脳血管疾患 59 1 1 2 1 6 13 9 5 17 4

動脈・細動脈・毛細血管 60 0 1 3 2 10 8 5 11 16 4

静脈・リンパ管・リンパ節 73 2 1 4 15 11 5 13 9 13 0

その他 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

□2015年度疾病分類別医療費総額表
疾病分類 医療費総額（円） 医療費割合（％） 対前年伸び率（％）

循環器系疾患 42,094,390 20.61 39.56
呼吸器系疾患 21,042,000 10.30 0.52
新生物 20,735,090 10.25 -35.11
内分泌・栄養・代謝疾患 20,559,850 10.07 -12.52
消化器系疾患 20,157,320 9.87 21.87
腎尿路生殖器系疾患 19,611,180 9.60 43.34
眼・付属器疾患 11,681,990 5.72 12.88
皮膚・皮下組織疾患 9,746,240 4.77 10.76
筋骨系・結合組織疾患 9,180,290 4.50 6.09
感染症・寄生虫症 6,516,730 3.19 -39.16
神経系疾患 6,096,110 2.98 10.77
精神・行動障害 5,086,770 2.49 -21.73
損傷・中毒・外因性 4,582,880 2.24 -11.71
その他 6,991,550 3.41 43.22

2015年度

50
、60
代
に
心
臓
病
急
増

総
医
療
費
の
２
割
占
め
る
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家
族
の
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
健
保
財
政

を
大
き
く
圧
迫
す
る
要
因
で
も
あ

る
。
ま
た
、
長
期
の
入
院
、
治
療

は
本
人
の
勤
務
を
制
限
し
て
し
ま

う
。
ま
ず
は
定
期
健
康
診
断
を
必

ず
受
診
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

た
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
見
直

し
等
、
予
防
に
心
が
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

・
労
作
性
狭
心
症
で
は
、
カ
テ
ー

テ
ル
（
管
）
を
手
首
の
動
脈
か

ら
冠
動
脈
ま
で
挿
入
し
、
細
く

な
っ
た
部
分
に
対
し
風
船
（
バ

ル
ー
ン
）
で
拡
張
。
さ
ら
に
し

っ
か
り
と
拡
げ
る
た
め
、
ス
テ

ン
ト
と
い
う
金
属
の
網
の
筒
を

入
れ
る
。

・
ス
テ
ン
ト
を
覆
う
新
生
内
膜
が

増
え
す
ぎ
て
内
腔
が
狭
く
な
り
、

再
び
細
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
再
狭
窄
を
防
ぐ
た
め
、
通

常
は
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤

を
塗
っ
た
薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン

ト
を
埋
め
込
む
。

★
心
筋
梗
塞
と
は
ど
ん
な
病
気
か

・
狭
心
症
は
冠
動
脈
が
細
く
な
っ

て
い
る
状
態
。
心
筋
梗
塞
は
冠

動
脈
が
完
全
に
詰
ま
っ
て
酸
素

と
栄
養
分
の
補
給
が
途
絶
し
、

心
臓
の
筋
肉
が
死
ん
で
し
ま
う

状
態
。

・
急
性
心
筋
梗
塞
は
血
管
の
壁
に

潜
む
不
安
定
プ
ラ
ー
ク
が
急
に

　

こ
の
夏
、
県
立
姫
路
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
で
心
臓
の
手
術
を
受
け

た
。
右
胸
を
切
開
し
、
左
右
の
心

房
へ
の
血
液
逆
流
を
防
ぐ
た
め
二

つ
の
弁
を
修
復
す
る
手
術
は
６
時

間
に
及
ん
だ
。

　

春
の
健
康
診
断
で
見
つ
か
っ
た
。

心
電
図
＝
異
常
な
し
▽
血
液
＝
中

性
脂
肪
が
高
い
の
を
除
け
ば
異
常

な
し
▽
自
覚
症
状
＝
な
し
。た
だ
、

医
師
が
胸
に
聴
診
器
を
当
て
て
言

っ
た
。「
雑
音
が
す
る
か
ら
精
密
検

査
を
受
け
た
方
が
い
い
よ
」
と
。

と
の
言
葉
を
信
じ
た
。

　

８
月
17
日
に
手
術
。
右
心
房
と

右
心
室
の
間
の
弁
も
壊
れ
か
け
て

お
り
、
修
復
し
た
と
い
う
。
集
中

治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
に
２
日
間
い

た
後
、
一
般
病
棟
に
戻
っ
て
か
ら

も
時
々
熱
が
出
た
が
、
切
開
部
の

痛
み
が
和
ら
い
だ
こ
ろ
、
術
後
２

週
間
で
の
退
院
が
決
ま
っ
た
。

　

不
摂
生
は
厳
に
戒
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
心
臓
弁
膜
症
の
原

因
は
加
齢
や
過
労
が
考
え
ら
れ
る

も
の
の
、
実
際
の
と
こ
ろ
よ
く
分

か
ら
な
い
そ
う
だ
。

　

分
か
っ
て
い
る
の
は
、
健
康
診

断
に
命
を
救
わ
れ
た
こ
と
だ
。
多

忙
を
理
由
に
健
康
診
断
を
受
け
た

が
ら
な
い
人
が
い
る
と
聞
く
。
自

分
の
命
を
守
る
の
は
自
分
し
か
な

い
。
そ
う
い
え
ば
、
手
の
ひ
ら
の

生
命
線
が
急
に
延
び
た
よ
う
な
。

　

心
疾
患
の
代
表
と
も
い
え
る
狭

心
症
と
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て
、
産

業
医
の
志
手
医
師
に
聞
い
た
。

★
狭
心
症
と
は
ど
ん
な
病
気
か

・
心
臓
の
筋
肉
に
は
血
液
の
栄
養

分
を
補
給
す
る
血
管
が
存
在
し
、

こ
の
血
管
は
心
臓
を
冠
状
に
覆

っ
て
い
る
た
め
冠
動
脈
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
冠
動
脈
の
血

液
が
供
給
不
足
に
な
り
、
心
臓

の
筋
肉
が
酸
素
欠
乏
と
な
っ
て
、

胸
の
痛
み
を
感
じ
る
の
が
狭
心

症
。

・「
労
作
性
狭
心
症
」
は
、
冠
動
脈

の
中
に
脂
が
た
ま
っ
て
血
管
が

だ
ん
だ
ん
細
く
な
り
、
運
動
を

す
る
と
血
液
が
足
り
な
く
な
っ

て
痛
み
が
起
こ
る
。
痛
み
は
数

分
間
続
く
が
、
休
む
と
嘘
の
よ

う
に
お
さ
ま
り
楽
に
な
る
。

・「
冠
攣
縮
性
狭
心
症
」
は
、
血
管

の
機
能
が
正
常
に
働
か
ず
、
血

管
が
痙
攣
を
起
こ
す
。
寝
て
い

る
時
な
ど
安
静
時
に
も
起
こ
る

た
め
、「
安
静
時
狭
心
症
」
と
も

い
う
。

★
狭
心
症
の
治
療
法
は

・
冠
攣
縮
性
狭
心
症
に
は
血
管
の

痙
攣
を
予
防
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム

拮
抗
薬
を
飲
ん
で
も
ら
う
。

志
手
・
産
業
医
に
聞
く

「
メ
タ
ボ
」が
引
き
金
に

食
事
改
善
と
運
動
で
予
防

　

県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
で
エ

コ
ー
検
査
を
受
け
た
。
す
ぐ
、
左

心
房
と
左
心
室
の
間
の
弁
が
壊
れ

て
閉
ま
ら
ず
、
血
液
が
逆
流
し
て

い
る
と
分
か
っ
た
。
幸
い
早
期
発

見
だ
が
、
放
置
す
れ
ば
心
臓
が
肥

大
し
突
然
死
の
可
能
性
が
あ
る
。

治
す
に
は
、
手
術
し
か
な
い
と
い

う
。

　

姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
、

手
術
前
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
な
ど

を
受
け
た
結
果
、
心
臓
の
血
管
や

脳
に
異
常
な
く
、
手
術
に
よ
る
リ

ス
ク
は
低
い
と
い
う
。医
師
の「
大

き
な
手
術
だ
が
、
成
功
率
97
％
」

寄
稿

三
好　
正
文
　
神
戸
新
聞
社
淡
路
総
局
長

定
期
健
診
で

命
拾
い
す
る
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破
裂
し
、
内
容
物
が
血
管
の
中

に
出
て
血
の
塊
が
出
来
る
ケ
ー

ス
が
約
７
割
と
い
わ
れ
て
い
る
。

例
え
れ
ば
、
冠
動
脈
の
壁
に
ニ

キ
ビ
が
で
き
て
、
そ
れ
が
破
れ

て
内
腔
内
に
膿
が
流
出
し
た
よ

う
な
状
態
を
い
う
。

・
残
り
の
３
割
が
動
脈
硬
化
で
、

血
管
が
細
く
な
り
、
血
の
流
れ

が
悪
く
な
っ
て
詰
ま
る
パ
タ
ー

ン
。
症
状
は
強
い
胸
の
痛
み
を

感
じ
、冷
や
汗
を
伴
う
こ
と
も
。

痛
み
は
15
分
以
上
続
く
。

★
心
筋
梗
塞
の
治
療
法
は

・
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
り
、
詰
ま
っ

て
い
る
部
分
を
風
船
で
拡
張
し
、

血
流
を
再
開
さ
せ
る
。そ
の
後
、

十
分
な
拡
張
を
得
る
た
め
に
金

属
の
筒
で
あ
る
ス
テ
ン
ト
を
入

れ
る
の
が
一
般
的
。
一
刻
で
も

早
く
血
の
流
れ
を
回
復
さ
せ
れ

ば
心
臓
の
筋
肉
の
ダ
メ
ー
ジ
は

小
さ
く
て
済
む
。
軽
症
で
あ
れ

ば
一
週
間
か
ら
10
日
ぐ
ら
い
で

退
院
で
き
る
。

・
冠
動
脈
の
付
け
根
が
詰
ま
り
、

心
筋
梗
塞
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き

い
場
合
は
、
心
不
全
が
残
る
こ

と
が
あ
る
が
、
大
半
は
薬
で
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

★
日
常
生
活
で
心
が
け
る
こ
と
は

・
動
脈
硬
化
の
原
因
で
あ
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
な
ら
な
い

よ
う
、
食
生
活
に
気
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
。
腹
八
分
目
を
心

が
け
、
魚
の
脂
を
主
体
に
摂
る

と
良
い
。
魚
に
含
ま
れ
る
Ｅ
Ｐ

Ａ（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）

や
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ

ン
酸
）
は
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

し
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
を
抑

制
す
る
効
果
が
確
か
め
ら
れ
て

い
る
。
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
濃
度
が
高
い
方
は
、
ス
タ

チ
ン
と
い
う
お
薬
を
飲
む
と
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
レ
ベ
ル
は
劇
的

に
減
少
す
る
。
食
事
療
法
が
困

難
な
方
に
は
ス
タ
チ
ン
の
内
服

を
勧
め
た
い
。

・
週
末
は
な
る
べ
く
運
動
を
し
て

ほ
し
い
。
街
中
を
歩
く
で
も
、

緩
や
か
な
山
の
中
を
歩
く
の
で

も
結
構
。
た
だ
し
、
心
臓
病
が

あ
る
人
は
何
か
起
こ
っ
た
時
の

た
め
に
、
山
の
中
は
避
け
て
街

中
を
歩
く
方
が
良
い
か
も
。
ゆ

っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
散
歩

を
す
る
な
ど
、
軽
い
運
動
を
長

く
続
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
自
分
の
限
界
に
挑

６
６
５
人
。
任
意
継
続
者
を
除
く

と
、
対
象
者
は
１
７
４
０
人
、
受

診
者
１
６
３
３
人
で
、
受
診
率
は

93
・
９
％
と
若
干
上
が
る
。

　

全
員
受
診
の
１
０
０
％
達
成
は

７
事
業
所
。
常
連
の
総
合
折
込
、

文
化
財
団
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、
新
聞
会
館
、

興
産
の
ほ
か
、
今
回
、
事
業
社
と

ラ
ジ
関
が
加
わ
っ
た
。
し
か
し
、

直
近
の
「
２
０
１
５
年
度
秋
季
」

の
９
事
業
所
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　

９
割
台
は
神
戸
新
聞
社
、
輸
送

セ
ン
タ
ー
、デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

京
阪
神
エ
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
、
地
域

創
造
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ク

オ
リ
テ
ィ
。

　

検
査
項
目
が
同
じ
「
２
０
１
５

年
度
春
季
」
と
比
べ
る
と
、
デ
イ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
10
・
６
ポ
イ
ン

ト
増
と
大
き
く
数
字
を
伸
ば
し
た
。

一
方
、
後
退
し
た
の
は
文
化
セ
ン

タ
ー
、
健
保
組
合
、
サ
ン
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
、
総
合
印
刷
、
厚
生
事
業

団
。
う
ち
従
業
員
数
が
少
な
い
事

業
所
を
除
く
と
、
総
合
印
刷
が
減

少
傾
向
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は

心臓CTによる冠動脈狭窄病変の描出

　

今
年
５
月
に
実
施
し
た
「
２
０

１
６
年
度
春
季
定
期
健
康
診
断
」

の
受
診
率
は
93
・
０
％
だ
っ
た
。

前
回
「
２
０
１
５
年
度
秋
季
」
よ

り
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
高
ま
っ
た
が
、

「
同
年
度
春
季
」比
で
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
微
減
。
近
年
、

９
割
台
の
高
水
準
を
維
持
し
て
い

る
も
の
の
、
足
踏
み
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
19
事
業
所
と
任
意
継

続
者
の
全
対
象
者
は
１
７
９
１
人

で
、
こ
の
う
ち
受
診
し
た
の
は
１

2016年春定健受診率

93.0％
７
事
業
所
が
１
０
０
％

戦
す
る
よ
う
な
運
動
は
や
め
た

ほ
う
が
よ
い
。

・
男
性
は
60
歳
以
上
、
女
性
は
70

歳
以
上
に
な
る
と
、
心
臓
Ｃ
Ｔ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）に

て
冠
動
脈
の
狭
窄
の
有
無
を
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
た

い
。外
来
に
て
検
査
可
能
だ
が
、

造
影
剤
を
静
注
静
脈
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
副
作
用
の
危
険
性

が
伴
う
。
し
か
し
、
心
臓
Ｃ
Ｔ

で
冠
動
脈
狭
窄
が
な
け
れ
ば
心

筋
梗
塞
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
、
安
心
か
と
思
う
。

・
心
臓
Ｃ
Ｔ
は
、
近
隣
の
循
環
器

病
院
に
て
施
行
可
能
。も
し
、よ

け
れ
ば
大
阪
府
済
生
会
中
津
病

院
、志
手
外
来（
月
、木
の
各
午

前
）に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、

初
診
と
検
査
の
２
回
の
来
院
で

施
行
可
能
。
結
果
説
明
は
来
院

さ
れ
な
く
て
も
説
明
で
き
る
。
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未
受
診
者
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
健

保
組
合
未
加
入
者
が
多
い
た
め
と

思
わ
れ
る
。

　

検
査
項
目
別
の
有
所
見
ワ
ー
ス

ト
３
は
「
２
０
１
５
年
度
秋
季
」

と
変
わ
ら
ず
、
①
「
肝
機
能
」
21
・

６
％
（
２
０
１
５
年
秋
季
比
４
・

４
ポ
イ
ン
ト
減
）
②
「
血
圧
」

17
・
５
％
（
同
１
ポ
イ
ン
ト
減
）

③
「
血
中
脂
質
」
17
・
４
％
（
同

０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
改
善
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
「
肝
機
能
」「
血
圧
」「
血
中
脂

質
」
の
異
常
は
、
肝
臓
が
ん
、
糖

尿
病
、
心
疾
患
、
脳
梗
塞
へ
の
入

り
口
と
い
え
る
。
原
因
は
い
ず
れ

も
運
動
不
足
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み

過
ぎ
、
喫
煙
な
ど
。
定
期
健
診
結

果
を
踏
ま
え
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
と
と
も
に
、
医
療
機
関
で
の
早

め
の
受
診
が
健
康
へ
の
第
一
歩
で

す
。

◆
健
康
保
険
被
保
険
　
家
族
調
査

に
つ
い
て
（
途
中
経
過
）

　

被
保
険
者
の
家
族
調
査
は
、
厚

生
労
働
省
の
運
営
指
針
に
基
づ
き
、

毎
年
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
対
象
者

を
被
扶
養
者
の
あ
る
被
保
険
者
の

み
と
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
調
査
票
以
外
に
各

種
書
類
を
提
出
い
た
だ
く
な
ど
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
現
在
、
回
収
し
た

調
査
票
の
検
認
作
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
と
こ
ろ
▽
既
に
就
職

し
、
他
保
険
の
保
険
証
を
持
ち
な

が
ら
、
被
扶
養
者
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
▽
認
定
基
準
を
超
え
る
収

入
が
あ
っ
た
―
な
ど
が
調
査
に
よ

り
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ご
家
族
が
就
職
さ
れ
た
場
合
は
、

勤
務
先
の
手
続
き
と
同
時
に
健
保

組
合
へ
の
資
格
喪
失
手
続
も
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
認
定
基
準
に
満
た

な
い
人
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
こ
と
は
、
本
来
払
わ
な
く
て
い

い
人
の
医
療
費
ま
で
皆
さ
ん
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
保
険
料
率
や
前
期
・
後
期
高

齢
者
支
援
等
の
納
付
金
の
支
払
額

に
も
影
響
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

の
点
を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
家
族
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
10
月
か
ら
短
時
間
労
働
者
の
社

会
保
険
適
用
が
拡
大

　

現
在
、
特
定
適
用
事
業
所
（
従

業
員
５
０
１
人
以
上
）
で
、
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
勤
務
す

る
被
扶
養
者
の
中
に
は
、
新
た
に

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
の
被
保
険

者
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
勤

務
先
で
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取

ら
れ
ま
し
た
ら
速
や
か
に
被
扶
養

者
喪
失
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇2016年春季定期健診受診率
対象者 受診者 受診率 2015秋 2015年春

神戸新聞 857 830 96.8％ 93.5％ 95.6％
神戸輸送センター 60 57 95.0％ 100.0％ 95.0％
神戸新聞事業社 88 88 100.0％ 92.4％ 97.8％
KCC 38 34 89.5％ 97.4％ 97.4％
健保組合 4 3 75.0％ 100.0％ 100.0％
ラジオ関西 48 48 100.0％ 97.9％ 100.0％
サンテレビ 164 128 78.0％ 77.6％ 82.2％
DS 50 48 96.0％ 91.1％ 85.4％
サン神戸 19 17 89.5％ 100.0％ 84.2％
総合印刷 183 158 86.3％ 89.2％ 92.3％
神戸新聞興産 25 25 100.0％ 100.0％ 91.7％
総合折込 37 37 100.0％ 100.0％ 100.0％
文化財団 3 3 100.0％ 100.0％ 100.0％
厚生事業団 5 4 80.0％ 100.0％ 100.0％
京阪神エルマガ 76 72 94.7％ 92.9％ 94.6％
デイリープレス 13 13 100.0％ 100.0％ 100.0％
地域創造 13 12 92.3％ 90.0％ 88.2％
神戸新聞会館 10 10 100.0％ 100.0％ 100.0％
DSクオリティ 47 46 97.9％ 93.8％ 95.7％
任意継続 51 32 62.7％ 58.3％ 69.5％

合　　計 1791 1665 93.0％ 91.1％ 93.5％

健康保険法第47条第２項に規定する神戸新聞健康保険組合の平成28年９月30日現在の平均標準
報酬月額を次の通り公告します。

平均標準報酬月額　　　30等級　500,000円

　退職後、任意継続者として神戸新聞健康保険組合に加入されている方は、平均標準報酬月額
または当人の従前の標準月額のうち、いずれか低い額で算出します。適用は平成29年４月から
です。

公
　
告

メンタルヘルス相談
専用ダイヤル

０１２０－３７０７３８
月～土曜日10：00～22：00
（祝日・年末年始を除く）
相談料・電話料　無料
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３
年
ぶ
り
黒
字
に
転
換

2015年度決算

経
常
収
支
６
１
３
０
万
円

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の
「
平
成
27
年
度
（
２
０
１
５
）
収
入
支
出
決
算
案
」
が
、
７
月
22
日
開
催
の

組
合
会
で
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
経
常
収
入
は
９
億
９
４
１
４
万
円
（
前
年
度
比
９
１
６
４
万
円

増
）、
経
常
支
出
９
億
３
２
８
３
万
円
（
同
１
２
４
６
万
円
減
）
で
、
差
引
き
６
１
３
０
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
黒
字
決
算
は
２
０
１
２
年
度
以
来
３
年
ぶ
り
。
保
険
料
率
改
定
に
よ
る
保
険
料
収
入
の
増
収
に

加
え
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
国
へ
支
出
す
る
納
付
金
が
前
年
と
比
べ
、
約
１
８
０
０
万
円
抑
え
ら
れ
た

こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。
一
方
、
財
政
調
整
事
業
交
付
金
等
経
常
外
収
支
を
加
え
た
総
決
算
収
支
は
７

４
４
８
万
円
の
黒
字
で
、
前
年
比
２
８
５
０
万
円
の
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

“
料
率
上
げ
”で

保
険
料
収
入
増

　

総
収
入
は
10
億
２
２
２
８
万
円

（
同
１
５
９
９
万
円
増
）。
収
入
の

９
割
以
上
を
占
め
る
保
険
料
収
入

は
、
料
率
を
前
年
の
８
・
１
％
か

ら
９
・
０
％
に
ア
ッ
プ
し
た
こ
と

か
ら
９
億
７
３
２
７
万
円
（
同
９

４
２
５
万
円
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

算
出
の
根
拠
と
な
る
年
間
通
し

て
の
平
均
被
保
険
者
数
は
１
７
３

６
人
。
前
年
よ
り
23
人
減
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
育
休
免
除
者
分
を

除
く
平
均
標
準
報
酬
月
額
は
50
万

５
８
２
円
（
同
３
９
７
１
円
増
）、

総
標
準
賞
与
額
は
５
億
９
８
７
８

万
円
（
同
７
８
７
万
円
増
）
と
と

も
に
増
え
た
た
め
、
増
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
か
ら
の
高
額
医

療
交
付
金
が
１
３
８
７
万
円
。
そ

の
他
施
設
利
用
料
収
入
１
２
６
７

万
円
は
、
定
期
健
診
の
事
業
主
負

担
分
や
人
間
ド
ッ
ク
や
が
ん
検
診

な
ど
の
自
己
負
担
分
で
す
。

薬
剤
費
増
す
も

納
付
金
は
抑
制

　

次
に
、
総
支
出
は
９
億
４
７
８

０
万
円
（
同
１
２
５
０
万
円
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
。
医
療
費
に
当
た
る
保
険

給
付
費
（
家
族
含
む
）
は
、
４
億

６
１
７
６
万
円
（
同
２
３
５
万
円

増
）
と
、
わ
ず
か
で
す
が
前
年
よ

し
た
。

　

内
訳
は
前
期
高
齢
者
（
65
―
74

歳
）
納
付
金
が
、
１
億
３
７
０
８

万
円
（
同
５
９
４
万
円
減
）
と
減

少
。逆
に
、後
期
高
齢
者（
75
歳
以

上
）
支
援
金
は
、
２
億
８
６
２
万

円（
同
６
６
３
万
円
増
）と
増
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
退
職
者
給
付
拠
出
金
が

２
２
７
７
万
円（
同
１
８
５
４
減
）

と
、
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
20
年
に
廃
止
さ
れ

た
も
の
の
、
経
過
措
置
と
し
て
残

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
20
年
ま
で

に
65
歳
未
満
で
退
職
し
た
人
の
分

で
、
こ
の
方
た
ち
が
65
歳
に
達
す

る
ま
で
存
続
し
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
現
在
は
清
算
段
階
で
、
近

い
将
来
ゼ
ロ
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

保
健
事
業
費
は
４
７
９
１
万
円

（
同
１
８
０
万
円
増
）。
主
な
事
業

と
し
て
定
期
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク

◇2015年度収支決算表（単位：千円、▲はマイナス）

主な項目 平成27年度 平成26年度 増減

収
入

経常収入　　Ａ 994,145 902,500 91,645
（内訳）　　保険料収入 973,559 879,304 94,255
　　　　　その他収入 20,586 23,196 ▲2,610
経常外収入　Ｂ 28,139 103,792 75,653
総収入　　　Ａ＋Ｂ 1,022,284 1,006,292 15,992

支
出

経常支出　　Ｃ 932,838 945,303 12,465
（内訳）　　保険給付費 461,763 459,404 ▲2,359
　　　　　納付金 368,491 386,348 17,857
　　　・前期高齢者納付金 137,085 143,031 5,946
　　　・後期高齢者支援金 208,623 201,985 ▲6,638
　　　・退職者給付拠出金 22,777 41,326 18,549
　　　・老人保健拠出金 ６ ６ ０
　　　　　事務費 50,090 48,787 ▲1,303
　　　　　保険事業費 47,910 46,107 ▲1,803
　　その他支出 4,584 4,657 73
経常外支出　Ｄ 14,965 15,000 35
総支出　　　Ｃ＋Ｄ 947,803 960,303 12,500
経常収支　　Ａ−Ｃ 61,307 ▲42,803 104,110
収支決算　（Ａ＋Ｂ）−（Ｃ＋Ｄ） 74,481 45,989 28,492

り
増
え
ま
し
た
。
前
年
比
で
増
減

の
大
き
か
っ
た
主
な
も
の
は
、
薬

剤
費
８
９
５
万
円
増
、
出
産
一
時

金
３
９
２
万
円
増
な
ど
で
す
。
薬

剤
費
が
大
幅
に
増
え
た
の
は
、
Ｃ

型
肝
炎
な
ど
の
治
療
に
使
わ
れ
る

高
額
な
新
薬
が
保
険
適
用
と
な
っ

た
た
め
で
す
。
逆
に
、
高
額
療
養

費
は
１
９
０
万
円
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

国
の
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え

る
納
付
金
は
、
３
億
６
８
４
９
万

円
（
同
１
７
８
５
万
円
減
）
と
大

き
く
減
り
、
こ
れ
が
収
支
の
改
善

に
寄
与
し
ま
し
た
。
健
康
保
険
収

入
に
対
す
る
割
合
は
38
％
で
、
前

年
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
抑
え
ら
れ
ま
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検
診
な
ど
の
疾
病
予
防
費
が
４
４

２
９
万
円
（
同
42
万
円
増
）、
保

健
指
導
宣
伝
費
は
健
保
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど

か
ら
２
５
０
万
円
（
１
４
４
万
円

増
）、
特
定
健
診
事
業
費
79
万
円

（
同
13
万
円
増
）
な
ど
と
な
り
ま

し
た
。避

け
て
通
れ
ぬ

介
護
納
付
金
増

　

次
に
、
介
護
保
険
勘
定
で
す
。

収
入
９
５
３
０
万
円
（
同
14
万
円

増
）、
支
出
９
２
４
８
万
円
（
同
２

８
４
万
円
増
）、収
支
差
額
２
８
２

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
度
平
均
の
被
保
険

者
た
る
第
２
号
被
保
険
者
数
（
被

扶
養
者
含
む
）は
１
５
０
６
人（
同

14
人
増
）
で
、
内
訳
は
被
保
険
者

数
９
９
２
人
（
同
12
人
増
）、
被
扶

養
者
数
５
１
４
人
（
同
２
人
増
）。

一
方
、
平
均
標
準
報
酬
月
額
（
育

休
保
険
料
免
除
者
含
む
）
は
59
万

９
３
０
９
円（
同
５
８
９
１
円
増
）

で
し
た
。

　

介
護
勘
定
の
収
支
は
、
国
か
ら

割
り
当
て
ら
れ
た
介
護
納
付
金
額

が
そ
の
ま
ま
支
出
額
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
賄
え
る
額
を
逆
算
し
て
収

入
額
と
し
、
同
時
に
保
険
料
率
が

決
ま
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
度
の
保
険
料
率
は

前
年
度
と
同
じ
１
・
２
％
で
、
事

業
主
と
被
保
険
者
が
折
半
し
て
負

担
し
ま
し
た
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

少
子
高
齢
化
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進

◆
選
定
議
員
に
荒
金
氏
選
出

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
選
定

議
員
に
、
神
戸
新
聞
総
合
印
刷
の

荒
金
毅
取
締
役
が
新
た
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
前
任
の
地
道
克
礼
・

神
戸
新
聞
総
合
印
刷
取
締
役
は
人

事
異
動
に
伴
い
退
任
。
荒
金
議
員

の
就
任
は
４
月
５
日
付
、
任
期
は

２
０
１
７
年
９
月
20
日
ま
で
。

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
は
番

号
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
10
月
か

ら
個
人
番
号
の
収
集
を
始
め
ま
す
。

　

大
半
の
被
保
険
者
と
被
扶
養
者

の
個
人
番
号
は
、
各
事
業
所
経
由

と
な
り
ま
す
。
事
前
に
各
事
業
所

の
担
当
者
を
集
め
説
明
会
を
開
催

予
定
で
す
。

　

任
意
継
続
者
の
皆
さ
ん
は
、
健

保
組
合
が
直
接
、
担
当
し
ま
す
。

詳
細
は
文
書
で
後
日
、
発
送
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

健
保
組
合
に
と
っ
て
、
個
人
番

号
は
医
療
保
険
資
格
の
異
動
手
続

10
月
か
ら
収
集
を
開
始

大
半
は
事
業
所
か
ら
提
出

神戸新聞健康保険組合ホームページ
　健康保険の制度や各種手続きの解説、申請用紙のダウンロード、
保健事業のご案内などさまざまな健保情報を掲載しています。
　ホームページを積極的にご利用いただき、皆様の健康づくりに、
ぜひお役立てください。
ＨＰアドレス
http://www.kobe-np-kenpo.or.jp 神戸新聞健康保険組合

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
配
布

　

当
健
保
は
、
処
方
さ
れ
た
薬
品

を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
、
自
己
負
担
の
差
額
が

年
間
５
千
円
以
上
と
な
る
人
に
対

し
、
12
月
～
来
年
１
月
に
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
書
」
を
配
布

す
る
予
定
で
す
。

　

く
す
り
は
新
薬（
先
発
医
薬
品
）

と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
の
２
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
は
、
特
許

期
限
が
切
れ
た
後
に
製
造
さ
れ
た

も
の
で
、
単
価
が
安
い
う
え
に
先

発
医
薬
品
と
同
じ
成
分
・
効
き
目

が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
医
療
費
（
薬
代
）
節

約
と
健
保
組
合
の
医
療
費
節
減
の

た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

活
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

個人番号

ん
で
お
り
、
介
護
納
付
金
の
健
保

負
担
増
は
今
後
も
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連
規
程
承
認

　

決
算
組
合
会
で
は
こ
の
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、

関
連
す
る
規
約
・
規
程
に
つ
い
て

も
審
議
。
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
対
す
る
基
本
方
針
や
同
シ
ス
テ

ム
の
適
切
な
運
用
・
管
理
規
程
、

個
人
情
報
の
保
護
規
定
、
機
密
文

書
の
管
理
規
程
な
ど
６
部
構
成
で
、

施
行
は
い
ず
れ
も
２
０
１
６
年
８

月
１
日
で
す
。

き
や
番
号
制
度
関
連
機
関
と
の
情

報
連
携
に
よ
る
作
業
の
迅
速
化
、

簡
素
化
を
可
能
に
し
ま
す
。
そ
の

た
め
個
人
番
号
の
記
載
は
法
的
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
番
号
制
度

導
入
に
合
わ
せ
て
住
民
基
本
台
帳

法
改
正
さ
れ
、
事
業
主
や
本
人
か

ら
個
人
番
号
の
取
得
が
難
し
い
場

合
、
健
保
組
合
は
住
基
ネ
ッ
ト
経

由
で
入
手
で
き
ま
す
。


